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「ハーフ」として育つこと：多文化主義に対する日米

の見解

こんにちは、私はテイラーアン・美代子・ムーアと申します。５月にカリフォルニア州立大学モ

ントレーベイを卒業する予定です。これから私の卒業論文のアンケートに答えていただけると幸

いです。ご協力ありがとうございます。

1.  １）性別

Mark only one oval.

 男性

 女性

2.  ２）年齢

3.  ３）どのような地域に住んでいますか？

Mark only one oval.

 田舎

 郊外

 街

 Other: 

4.  ４）国籍

Mark only one oval.

 日本人

 Other: 

5.  ５）あなたは混血ですか？

Mark only one oval.

 はい

 いいえ
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6.  ６）あなたはどの民族に当てはまりますか？

最も当てはまるものをを選んで下さい。当てはまるものがなければ、「その他」に記入をし

て下さい。
Mark only one oval.

 日本人

 アジア人

 東南アジア人

 黒人

 ヒスパニック

 イギリス人・白人

 Other: 

7.  下記の文を読んで最も当てはまるものを選んでください。

Mark only one oval per row.

強く賛成 賛成 中立 反対 強く反対

７）単一民族国家は清い民族的な

国だから多民族国家よりも単一民

族国家の方が良い。

８）混血の家族を見ると、不快な

気持ちになる。

９）混血の人は少数派だと思う。

１０）あなたの国の仕事場におい

て、様々な人種や民族性を持つ人

材を一定数雇用すべきである。

Skip to question 8.
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8.  自身の民族性による経験から、以下の質問に答えて下さい。

Mark only one oval per row.

強く賛成 賛成 中立 反対 強く反対

１１）自分は混血なので、現在私

は多様な人種、民族に好意的な印

象を持っている。

１２）一つのアイデンティティー

を選ばなければならない気持ちが

ある。

１３）民族文化の違いがあるた

め、自分が混血であるということ

に葛藤を感じる。

１４）自分の民族性と人種的アイ

デンティティーに誇りを持つこと

は重要である。

１５）民族的または人種的なアイ

デンティティーを持つ必要はない

と思う。

１６）他人は外見から私の人種、

民族性を判断する。

１７）自分が混血であるために他

人から差別を受けたことがある。

9.  １８）１７の質問で「強く賛成」または「賛成」を選択した方は、差別がどのような影響を

あなたに与えたのか下記から選んで下さい。

Mark only one oval.

 私は混血人であることを恥じている。

 差別された経験があるため、差別をする人にそれは間違いがあることを伝えたい。

 私は自身のアイデンティティーにもっと誇りを持つようになった。

 自身のアイデンティティーに対する気持ちは変わらかった。

 Other: 

Skip to question 12.
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10.  自身の単一民族アイデンティティーに関する経験から、以下の質問に答えて下さい。

Mark only one oval per row.

強く賛成 賛成 中立 反対 強く反対

１１）単一民族として、私は多様

な人種、民族に好意的な印象を持

っている。

１２）自分自身の民族性と人種に

基づいて、自我を確立することは

重要である。

１３）私は現在アイデンティティ

ーに関する葛藤はない。

１４）民族的あるいは人種的アイ

デンティティーを持つものとし

て、自身の民族性に誇りを持つこ

とは大切だと思う。

１５）民族的または人種的なアイ

デンティティーを持つ必要はない

と思う。

１６）他人は外見から私の人種、

民族性を判断する。

１７）自分が単一民族であるため

に他人から差別を受けたことがあ

る。

11.  １８）１７の質問で「強く賛成」または「賛成」を選択した方は、差別がどのような影響を

あなたに与えたのか下記から選んで下さい。

Mark only one oval.

 私は単一民族であることを恥じている。

 差別された経験があるため、差別をする人にそれは間違いがあることを伝えたい。

 私は自身のアイデンティティーにもっと誇りを持つようになった。

 自身のアイデンティティーに対する気持ちは変わらなかった。

 Other: 

Skip to question 12.
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12.  １９）今まで自分自身の民族性と人種によってどのような差別を受けてきましたか？

自身が受けた差別について、肯定的、否定的に感じた点をそれぞれ簡単に説明して下さい。
 

 

 

 

 

13.  ２０）多様な民族性と人種を持った人はいじめを受けやすいと思う。

Mark only one oval per row.

強く賛成 賛成 中立 反対 強く反対

14.  ２１）次の分を読んで、あなたの意見を聞かせてください。「子供のころに感じた自分のア

イデンティティーの気持ちを変わった。」

Mark only one oval per row.

強く賛成 賛成 中立 反対 強く反対

15.  ２2）２１で自身の気持ちが変わったの答えた方は、どのように変わったか簡単に説明して

ください。

例：子供のとき私はハーフイギリス人のアイデンティティーを恥ずかしと思ったが、１６歳

の時にイギリスに行き、イギリスの家族にあって私はイギリス人のアイデンティティを誇り

を持つようになった。
 

 

 

 

 

16.  ２3）あなたの人種、民族に対する意見や考え方は何に基づいていますか？

自身に最も強い影響与えているものを選んでください。
Mark only one oval.

 両親

 友達

 メディア（テレビ、ラジオ、映画、その他）

 Other: 
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17.  ２4）２3で「メディア」を選んだ人は、その中で最も強い影響を与えているものを選んでく

ださい。

Mark only one oval.

 テレビ（ニュース、娯楽番組、ドラマ、その他）

 映画

 音楽

 モデル

 Other: 

18.  ２5）メディアを通して混血の人を見ることは重要だと思う。

Mark only one oval per row.

強く賛成 賛成 中立 反対 強く反対

19.  ２6）私は自分と同じような民族性と人種を持つ人を尊敬する。

Mark only one oval per row.

強く賛成 賛成 中立 反対 強く反対

20.  ２7）自身の民族性と人種がメディアで取り上げられた時に一番強く思い出すことを書いて
ください。これは肯定的でも、否定的内容でもどちらでも構いません。短く説明して下さ

い。もし、自身の民族性と人種がメディアに取り上げれらたことがなければ、「ない」と書

いて下さい。

例：ディズニー映画の「Big Hero 6」で「ハマダ・タダシ、ヒロ」がメインキャラクターと

して使われたことが、自分が日本人のハーフであることを肯定的に表していると感じまし

た。
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